
課題：OPERAでトラッキングを行う
solenoid マシン、spiralマシンの /home/hiromi/OPERA/miniQuadフォルダ内に「電子銃用の4極」OPERAファイルを置きました

Rec_quad-2_h.opc モデルを作るファイル

Rec_quad-2_h.op3 空間メッシュを切り、磁場計算の結果が入っているファイル

トラッキングの準備コード（自分で作っても良い）
phaseGauss.C XY平面の分布を作る alpha=0

initialTryQuadOPERA.C OPERAトラッキング用の入力ファイルを作る。
x,y,zの初期位置、運動方向のオイラー角度を算出

OPERAセッションの中で１粒子を飛ばすコマンド
inj.comi

OPERAトラッキング出力を読むコード（今後は、これを自分で改良する）
Qtrk_read.C

6月中を目処に、以下を仕上げる目標にします。電子銃の4極、本番用の4極の両方で行ってください。
１）OPERAモデルから、有効長を算出、K値の算出を行う。
２）OPERAで粒子トラッキングをした結果の位相空間を算出する。これと、転送行列による位相空間の差異の確認
３）4極のK値のZ分布から、K値のZ依存性を考慮した転送行列を算出し、（２）の作業を繰り返す。ページ8,9参照



Q-mag Matrix study

本資料の目的：
教科書にある転送行列
はK値と有効長を入力す
るだけの線形近似だが、
実際の磁石はK値にz依
存性がある。その効果
をトラッキングデータ
と比較し、確認する。
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電子銃テストベンチの4極モデル



By at z=0 Bx at z=0

By as function of z=0 at x=1[cm]

Sqrt(Bx^2+By^2) at z=0
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By at z=0 Bx at z=0

Bx at z=0 By at z=0

Z=0 の点でのKx, Kyの空
間分布の均一度は良い
(>90%)

有効長
=59mm

転送行列線形近
似は Kx と有効
長 L で決まる。

KyKx
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Bx/y at different 
x, but at z=0

By at z=0

Ky

Kx = Bx/y

Bx at z=0

K値の安定性が良いの
は中心部+/-0.5cm範囲

この範囲でトラッキングすれば、転送行列と比較できそう。
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トラッキングの結果と、線形転送行列を与えた結果は良く合う。
Slice at z=10cm Slice at z=16cm

輸送ラインの設計に、線形近似の転送行列を用いて問題ないと考える。
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次：Kx, Kyのz分布を反映した転送行列に差
し替えてトラッキング結果と比較する。

Z=-10

Z=0

Z=-10

Z=0
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各要素の転送行列をすべて掛け合わせたものが、全体の転送行列になる。


